


































ヘルバルト（J. F. Herbart, 1776～1841）は












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































７ ）C. Platz : Schleiermachers Pädagogische 
Schriften. Mit einer Darstellung seines Lebens. 
Neudruck der dritten Auflage. 1902, S. 55.
８ ）親による「しつけ」の名のもとに行われる虐待行
為が必ずしも明確に規定されないのは，その親か
ら子どもに行われる教育としての「しつけ」が子
どもに対する教育愛に基づいているかどうかとい
う微妙な問題をもっているからである。
９ ）新村出編『広辞苑　第六版』岩波書店，2008年，
1694頁。
10）新村出編，同上書，2262頁。
11）理性的に生まれたばかりの赤ん坊を分析すると，
その赤ん坊がかわいいといえる要素はない。薄い
髪の毛，赤くはれ上がった顔，細い目，薄い眉毛，
低い鼻等，どこにもかわいい要素がないにもかか
わらず，母親はかわいいと感じるのは，本能とし
ての母性愛によっている。このような母性愛に
よって，生理的早産として生まれてくる人間の種
の保存を実現していくための育児が成立するので
ある。
12）現在，教育において一切の体罰を否定する立場が
強調されているが，これは極めて非教育的見解で
あると言わざるをえない。すべての被教育者が体
罰なしで教育的成果が上がることは理想であるが，
現実にはそのようなことはありえない。教育的成
果を上げることは教育活動を行う第一目標でなけ
ればならない。そのためには，体罰もやむをえな
い場合がある。
13）例えば，運動場を10周走らせることを，正当な訓
練と認識する子どももいれば，それを体罰と認識
し，そのようなストレスに耐えられない結果，不
登校になったり，最悪の場合は自殺にいたる子ど
もがいても不思議ではない。
14）同様のことは，平成25年 ６ 月に公布された「いじ
め防止対策推進法」についても，教育関係者は大
きな関心をもたなければならない。いじめ防止指
導は基本的に教育的指導内容の問題であり，それ
が法令によって既定されたという事実自体が，い
じめに対する教育現場の取り組みが従来から極め
て対症療法的（付け焼刃的）対応をしてきた結果
である。
15）その時の苦しさが，未来における成果に結び付く
確信こそ未来志向性のあらわれである。
